
新体カテス ト実施要項

( 1 2歳～門歳対象)

文部科学省スポーツ ・青少年局



テス トの対象

12歳から19歳までの男女

コ テス ト項 目

握 力

上体起こし

長座体前屈

反復横 とび

持久走
20mシ ャ トルラン (往復持久走)

5 0 m 定

立ち幅 とび

ハ ン ドポール投 げ

※ 持久走か2 0  r n シャ トルラン (往復指久走)の

どちらかを選択する。

テス トの得点表および総合評価

項目別得点表

総合評価基準表

IV 実施上の一般的注意
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握 力

準備

スメドレー式握力計。

方法

1)握 力計の指針が外側 になるように持ち,図 のように握る。この場合,人 差 し指

の第 2関節が,ほ ぼ直角になるように握 りの幅 を調飾する。

2)直 立の姿勢で両足 を左右 に自然 に開 き腕 を自然に下げ,握 力計を身体や衣服に

触れないようにして力 いつぱい握 りしめる。この際 j握 力計 を振 り回さないよう

にする

(夏槙か らみた□ ) (正面□ )

記録

1)右 左交互 に 2回 ずつ実施す る

2)記 録はキログラム単位 とし,キ ログラム未満 は切 り捨てる。

3)左 右おのおののよい方の記録 を平均 し,キ ログラム未満は四捨 五入す る。

実施上の注意

1)こ のテス トは,右 左の順に行 う。
2)こ のテス トは,同

一被測定者に対 して 2回 続けて行わない。
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上体起 こし

準備

ス トッブウオツチ, マッ ト。

方法

1)マ ツト上で仰臥姿勢 をとり,両 手を軽 く握 り,両 腕 を胸の前で組む。両膝の角

度 を90 6に 保つ。

０
４
　
′
、

( 2 ) 補 助者は,被 測定者の両膝 をおさえ,固 定する。

( 3 )「 始め」の合図で ,仰 臥姿勢か ら,両 肘 と両大腿部がつ くまで上体 を起 こす。

( 4 )す ばや く開始時の仰臥姿勢に戻す。

( 5 ) 3 0 秒 簡,前 述の上体起 こしを出来るだけ多 く繰 り返す。

高を をお えとみ

し, 】 " ` 臼 定 F

a

マ書るだけ 景車(

J りこヤ

記録

)30秒 間の上体起こし (両肘 と両大腿部がついた)回 数 を記録する。

ただ し,仰 臥姿勢 に戻 したとき,背 中がマ ツ トにつかない場合は,回 数 としな

↓` 。

( 2 )実 施は 1回 とする

4  ` 実施上の注意

(1 )両 院 を組み,両 脇 をしめる。仰臥姿勢の際は,背 中 (肩甲骨 )が マッ トにつ く

まで上体 を例す。

(2 )補 助者は被測定者の下肢が動かないように両腕で両膝 をしっか り固定する。 し

っか り固定するために,補 助者は被測定者よ り体格 が大 きい者が望ましい。

(3 )被 測定者 と補助者の頭がぶつか らないように注意する。

(4 )被 測定者のメガネは,は ずす ようにする。

小

３

′く

五" ど 局大西 事' , (

言【上Ⅲ 々と こT

- 3 -



長 座 体 前屈

1 準備

幅約22cn 高さ約24cn 実行 き約31cnの箱 2個 (A4コ ビー用紙の箱など),

段ポール厚紙 1枚 (横75～80cm X縦 約3〕cm)iガ ムテープ,ス ケール(ln巻 き

尺または lmも のさし)。

高さ約24cコの箱を,左 右約40cm離して平行に置 く その上に段ポール厚紙 をの

せ,ガ ムテープで厚紙 と箱 を固定する(段ボール厚紙が弱い場合は,板 などで補

強してもよい).床 から段ボール厚紙の上面までの高さは,25cm(± l cm)とする、

右または左の箱の機にスケールを置 く。

2  方法

( 1 )初 期姿勢 :被測定者 は,両 脚 を両箱の間に入れ ,長 座姿勢をとる。壁 に背 尻

をびつたりとつける。ただ し,足 首の角度 は固定 しない。肩幅の広 さで両手のひ

らを下にして,手 のひ らの中央付近が,厚 紙の手前端にかかるように置 き,胸 を

張つて,両 用 を伸ばしたまま両手で箱 を手前に十分引きつけ,背 筋 を仲ばす。

(2 )初 期姿勢時のスケールの位置 :初期姿勢 をとつたときの箱の手前右 または左の

角に零点を合わせ る。

(3 )前 屈動作 :枝測定者は、両手 を厚紙か ら離 さずにゆっくりと前屈 して ,箱 全体

を真つ直ぐ前方にできるだけ遠 くまで滑 らせ る。この とき,藤 が曲が らないよう

に注意する。最大に前屈 した後に厚紙か ら手を離す。

3 DE録

) 初 期姿勢から最大前屈時の箱の移動P E離セスケールか ら読み取 る。

)記 録はセンチメー トル単位 とし,セ ンチメー トル未満は切 り捨てる。

) 2回 実施 してよい方の記録 をとるも

１
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カムテーフ【工りも ガムラーブて上う0

4

( 1

( 2

( 3

(4

実施上の注意

前屈姿勢をとったとき,膝 が曲が らないように気 をつける。

箱が真つ直ぐ前方に移動するように注意する(ガイ ドレール を設けてもよい)

箱がスムーズに滑るように床面の状態に気 をつける。

靴 を脱いで実施する。

―
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i m もの ごし
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反復横とび

準備

床の上に,図 のよう

行ラインをひ く。

ス トツプウオツチ。

に中央 ラインをひ き,そ の両側 10 0 c Rのところに 2本 の平

方法

中央ラインをまたいで立ち, 1始 めJの 合図で右側のラインを越すか または ,

踏むまでサイ ドステツプ し (ジヤンプ してはいけない)次 に中央 ライ ンにも ど

り,さ らに左側の ラインを越すかまたは触れるまでサイ ドステツプする。

３

＜

記録

)上 記の運動 を20秒問繰 り返 し,そ れぞれのライ ンを通過するごとに 1点 を与 え

る (右,中 央 ,左 ,中 央で 4点 になる)。

(2)テ ス トを2回 実施 して よい方の記録 をとる。

4  実施上の注意

(1婆
屋零治号従?キキ堪争毛軽嶋率名毛と

いが'屋外で行う場合は,よく整地された
: ( ヨ ンク リー ト等の上では実施 しない)。

( 2 )こ のテス トは,同
一の被測定者に対 して続けて行わない。

( 3 )次 の場合は点数 としない。

ア 外側のラインと踏 まなかつた り越えなかつた とき。

イ 中央ラインをまたがなかつたとき。

中
央

ラ
イ
ン
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持 久 走 〔男子 15 0 0 m ,女 子 1 0 0 0 m )

1  準備

歩走路 (トラック),ス ター ト合図用旗 1ス トツプウオツチ。

2 方法

( 1 )ス ター トはスタンディングスター トの要領で行 う。

(2 )ス ター トの合図は,「位置についてJ,「用意」の後 i言 または声 を発すると同

時に旗 を上か ら下に振 り下ろすことによつて行 う。            、

3  記録

( 1 )ス ター トの合図からゴール ライ ン上 に胴 (頭,肩 1手 ,足 ではない)が 到達す

るまでに要 した時間を計測する。

(2 ) 1人 に 1個 の時計を用いることが望 ましいが,ス トップウォツチが不足する場

合は,計 時員が時間を読み上げ,測 定員が到着時間を記録 してもよい。

(3 )記 録は秒単位とし,秒 未満は切 り上げる。

(4 )実 施は 1回 とする。

4 実施上の注意

(1 )松 測定者の健康状態に十分注意 し,疾 病及び傷善の有無を確かめ,医 師の治掠

を受けている者や実施が困難と認め られる者 については,こ のテス トを実施 しな

い 。

( 2 ) ト ラックを使用 して行 うことを原則 とする。

( 3 )い たず らに競争 したりぅ無理なベースで走 らないように注意 し,各 自の能力な

ども考えて走るよう指導する。

( 4 )テ ス ト前後に,ゆ つくりとした運動等 によるウォー ミングアップ及びクー リン

グダウンをする。
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2 0 mシ ャ トル ラ ン (往復 持 久 走 )

1 準備

テス ト用CDま たはテープ及び再生用ブレーヤー 20m間 隔の 2本 の平行線。
ポール4本 を平行線の両端に立てる。

2  方法

( 1 )ブ レーヤーによ りCD (テ ープ)再 生 を開始する.
( 2 )一 方の線上に立 ち1テ ス トの開始 を告げる 5秒 間のカウン トダウンの後の電子

音によリスター トする。

(3 )一 定の間隔で 1音 ずつ電子音が鳴る。電子音が次に鳴るまでに20 m先 の線に達
し,足 が線 を逝 えるか ,触 れたら,そ の場で向きを変える。この動作を繰 り返す。
電子きの前に線 に達 して しまつた場合はぅ向 きを変え,電 子音を待ち ,電 子音が
鳴つた後に走 り始 める.

( 4 ) C D (テ ープ)に よって設定 された電子音の間隔は,初 めはゆっくりであるが ,
約 1分 ごとに電子音の間隔は短 くなる。すなわち.走 速度は約 1分 ご とに増加 し
てい くので,で きる限 り電子音の間隔についてい くようにする。

(5 ) C D (テ ーブ)に よつて設定された速度 を維持で きな くなり走るの をやめた と
き,または,2回 続 けて どちらかの足で線 に触れ ることが できなくなつた ときに,
テス トを終 了する。 なお,電 子音からの遅れが 1回 の場合,次 の電子音 に間に合
い,遅 れを解消で きれ ば,テ ス トを維続することができる。

3 記録

( 1 )テ ス ト終了時 (電子音についていけな くな つた直前)の 折 り返 しの総 回数 を記
録 とする。ただ し, 2回 続 けてどちらかの足 で線 に触れることがで きなか った と

きは,最 後に触れ ることができた折 り返 しの総回数 を記録 とする。

(2 )折 り返 しの総回数か ら最大酸素摂取量 を推定す る場合 は,参 考 「20 nシャ トル

ラン (往復持久走)最 大酸素摂取量推定表」 を参照すること。

4 実施上の注蓋

(1 )ラ ンニングスピー ドの コン トロールに十分注意 し,電 子音の鳴る時には,必 ず
どちらかの線上にいるようにする。 CD (テ ープ)に よって設定された速度で走
り続けるように し,走 り続 けることがで きな くなつた場合は,自 発的 に退 くこと

を指導 しておく。

(2 )テ ス ト実施前の ウォー ミングアップでは,足 首 ,ア キ レス腱,膝 な どの柔軟運
、  動 (ストレッチ ングな どを含む)を 十分に行 う。

(3 )テ ス ト終了後は,ゆ つくりとした運動等によるクー リングダウンとす る。

(4 )被 測定者に対 し,最 初のランエングス ピユ ドが どの程度か知らせる。

(5 ) C Dブ レーヤー
使用時は,音 が とんで しまうおそれがあるので 走行場所か ら

離して置 く。

(6 )被 測定者の健康状態に十分注意 し,疾 病及び傷書の有無を確かめ,医 師の治療
を受けている者や実施が困難 と認められ る者 については,こ のテス トを実施 しな
ヽ` 。
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5 0 m 走

準備

図のような50 m直 走路 ,ス ター ト合図用旗 ,ス トップウォッチ。

/飾

方法

)ス ター トは,ク ラウチ ングス ター トの要領で行 う。

)ス ター トの合図は,「位置 について」,「用意 Jの 後 ,音 または声 を発する と同

時に旗を下から上へ振り上げることによって行う。

3 記録

(1)ス ター トの合図か らゴール ライ ン上 に嗣 (頭,肩 ,手 ,足 ではない)が 到連 す
るまでに要 した時間 を計測する。

(2)記 録は 1/10秒単位 とし, 1/10秒 未満 は切 り上 げる。

(3)実 施は 1回 とす る。

実施上の注意
1 )走 路は,セ バ レー トの直走路 と し,曲 走路や折 り返 し走路 は使わない

2 )走 者は,ス バイクやス ターテ ィ ングプロックな どを使用 しない。

3 )ゴ ール ライン前方 5 mの ライ ンまで走 らせ るようにす る。
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立ち幅とび

準備

屋外で行 う場合

砂場1巻 き尺,ほ うき,砂 な らし。

砂場の手前 (3 0 c m～l m )に 踏み切 り線 を引く。

屋内で行 う場合

マッ ト(6 m程 度) ,巻 き尺,ラ インテープ。

マッ トを壁に付けて敷 くb
マッ トの手前 (3 0 cコ～ l m )の 床にラインテープを張 り踏み切 り線 とする。

方法
1)両 足を軽 く開いて,つ ま先が踏み切 り練の前端にそろうように立つ。

2)両 足で同時に踏み切 つて前方へ とぶd

キー湯告翼と留
の高足

( 踏み 切 り線 )

記録

1 )身 体が砂場 (マッ ト)に 触れた位置の うち ,最 も踏み切 り線 に近い位置 と,踏

み切 り前の両足の中央の位置 (踏み切 り線の前端)と を結本 直線 の距離 を計測す

る (上図参照 )。
2 )記 録はセンチメー トル単位 とし,セ ンチ メー トル未満 は切 り捨 て る。

3 ) 2回 実施 してよい方の記録 をとる。

実施上の注芝

1 )踏 み切 り線か ら砂場 (マツ ト)ま でのP E離は,校 測定者の実態 によって加減す

る 。

踏み切 りの際には,二 重踏み切 りにならないようにする。

屋外で行 う場合 ,踏 み切 り線周辺及び砂場の砂面は,で きるだ け整地する。

屋内で行 う場合,着 地の際にマットがずれないように,テ ープ等で固定する と

ともに,片 側 を壁につける。滑 りにくい (ずれにくい)マ ッ トを用意する。

5 )踏 み切 り前の両足の中央の位置 を任意に決めておくと計測が容易になる。

２

３

４
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ハ ン ドボー ル 投 げ

1 準備
ハンドボール 2号 (外周54 c m～5 6 c m ,重さ32 5 g～4 0 0 g ) 1巻き尺。

平坦な地面上に直径 2mの 円を揃 き,円 の中心から投球方向に向かつて,中 心

角30度になるように直線を図のように 2本 引き,そ の間に同心円51 1をl m間 隔に

す宙く。

2

( 1

( 2

( 3

方 法

投球 は地面に摘かれた円内か ら行 う。
投球中または投球後 ,円 を踏 んだ り!越 したりして円外に出てはならない。

投 げ終わつたときは,静 上 してか ら,円 外に出る。

記録

1)ポ ールが落下 した地点 までのPE離 を,あ らか しめ in間 隔 に描かれた円孤 に よ

つて計測する。

(2)記 録 はメー トル単位 とし,メ ー トル未満は切 り捨 てる。

(3)2回 実施 してよい方の記録 を とる。

３

′
く

４

＜

く

実施上の注意

1 )ボ ールは規格に合つていれば,  ゴム製のものでもよい。
2 )投 球のフォームは自由であるが ,で きるだけ 「下手段げJを しない方がよい。

また,ス テップして投げたほうが よい。

- 1 1 -



テストの得点表および総合評価

|と1看昌智篠整鞘『酷督品を執。

項目別得点表

得 点 握 カ 主体起こし長座体前屈 反復積とひ 持久定
20mシャトフレ

ラン
50m走 立ち幅とび

ハンドポール

投げ
得 卓

10 56k宮以上 35□以上 6 4●m以 上 63点以上 4'59'以下 2ヽ5回以上 6 6秒 以 下 2 6 5 c m以上 3 7 m以 上 10

9 51～ 55 33～ 34 58-53 60～ 62 , oo -5 16 113-124 67～ 68 254～ 264 34-36 9

8 47～ 50 30～ 32 53～ 57 56～ 59 ),'‐ 5 33 102～ 112 69～ 70 242′-253 31-33 3

7 43-46 27～ 29 40～ 52 53～ 56 34 -5 55Ⅲ 90～ 101 7,～ 72 230～ 241 28～ 30 7

6 38～ 42 25～ 26 44～ 48 43～ 52 5 56 V6 22 76～ 89 ,3～ 75 21も… 229 25～ 27 6

5 33～ 37 22～ 24 39～ 43 45～ 48 5 23 -6 50 63～ 75 76～ 79 203～ 217 22～ 24 5

4 28～ 32 19～ 2' 33～ 33 41～ 44 6 51"～ 7 30 51-62 80～ 84 188～ 202 19～ 21 4

3 23～ 27 16～ 13 23～ 32 37～ 46 7 3, ～ 3 19 37～ 50 85-90 176-187 16～ 18 3

2 ,8～ 22 ,3V15 21～ 27 30～ 36 3 20 ～ 9 20 26-36 91～ 37 ,60～ 169 13-15 2

Ⅲ 17kP以 下 1 2 日以 下 2 0 c m以下 2 9点以下 9 2Ⅲ
Ⅲ
以 上 25回 以下 9 8秒 以上 ,49cm以 下 12m以 下 i

女十

得 点 握 カ 上体起こし長座体前屈 反在強と0 持久定
20mシ ャトル

ラン
5 0 m 定 立ち幅とび

ハンドボール
投げ 得 点

10 36(2以 上 クo【8以 ト 63cm以 上 5 3 卓以 上 3 4 9Ⅲ以下 88日以上 7 ,■ 以下 勢 Ocm以 上 匁 m 以 上 1 0

9 33～ 35 28～ 23 58～ 62 50～ 52 : 50"～ 4 02 76～ 87 ,3～ 80 2110～ 209 如 ～ 22 0

8 30～ 32 23～ 25 54～ 57 48～ 49 1 03'～ 4 ,9 61～ 75 81～ 83 ,911～ 109 ,3-19 8

7 28～ 29 20～ 22 50～ 53 45～ 47 20'～ 4 3' 54～ 63 34～ 86 1,9～ 139 16～ 17 7

6 25～ 27 8ヽ～ 19 45～ 49 42～ 44 38 V456 44～ 53 87～ 89 168～ 178 14～ 15 6

5 23～ 24 15～ 17 40～ 44 39～ 41 57 ～ 5 18 35～ 43 00～ 03 15,～ 167 12-13 5

4 20～ 22 i3～ 14 35～ 33 36～ 33 lS ～ 5 42 27～ 34 04～ 98 145～ 156 11 4

3 17～ 19 1～ 12 30～ 34 32-35 ヽ
イ
43 V6'14 21～ 26 99-103 132～ 144 l ll 3

2 ,4～ 16 B～ 10 23～ 29 27～ 31 iS ～ 6 57 15～ 20 ,04～ 112 ,8～ 13, 8～ 9 2

1 13kて以下 7 回 以下 22●m以 下 26点以下 6 ' 5 8 "以上 4ヽ回以下 , 1 3秒 以上 1〕7o m以 下 ,m ,1下 1

総合評価基準表

段階 12歳 13歳 14歳 Ⅲ5成 1 6歳 17.t 1 8歳 19歳 段 階

A 5 1 以上 57以上 60以上 6 1 以上 6 3以上 65以上 6 6以上 6 5以上 A

B 41～ 50 47～ 86 6ヽ～59 S2-60 53～ 62 54  64 54～ 64 る4～ 64 B

C 32～ 40 3'～ 46 41～ 50 41～ 51 42～ 52 43-53 43～ 53 43～ 53 C

D 22-31 27～ 36 3〕～40 31～ 40 31～ 41 31～ 42 31～ 42 31～ 42 D

E 2 1以下 26以下 00以下 30以下 3 0以下 30以下 3 0以下 3 0以下 E
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実 施 上 の 一
般 的 )=意

1  テス ト実施に当たつては,被 測定者の健康状態を十分把握 し,事 故防止に万全の

注意 を払 う。

なお,医 師から運動を祭止 または制限されている者はもちろん,当 日身体の異常

(発熱 ,倦 急感など)を 訴える者 には行わない。

2 テス トは定め られた方法の とお り正確 に行 う。

3 テス ト前後には,適 切な準備運動及び整理運動 を行 う。

4 テス ト場の整備 j器 材の点検 を行 う。

5 テス トの順序は定められてはいないが,持 久走,2 0 mシ ャ トルラン (往復持久走)

は最後 に実施する。

6 計器 (握力計,ス トツプウォッチな ど)は 正確なものを使用 し,そ の使用 を誤 ら

ないようにする。すべての計器は使用前に検定することが望 ましい。
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新体カテス ト (12歳～19歳)

記 録 用 紙

文部科学省

記入上の注意

1)「 住所Jは ,居 住地の都道府県名を記入してください。

2)「 年齢」は,平 成15年4月 1日現在の満年齢を記入してください。

3)「 都市階級区分」については,居 住地が次のいずれに該当するかを判断し,そ の番号を○で囲んでく

ださい。

何)大  中都市…人口15万 人以上の市,政 令指定都市。

惚)小 都市……… 人口15万 人未満の市。

憎)町 村

4)「 運動 ・スポーツの実施状況」及び 「1日の運動 スポーツ実施時間」については,学 校の体育の授

業を除いた運動 スポーツの実施状況及び実施時間について該当する番号を○で囲んでください。

5)そ の他については,該 当する番号を○で囲んでください。

6)2回 テストをする項目については,そ のよい方の記録の左側に○印をつけてください。

7)総 合評価については,該 当する記号を○で囲んでください。



臨 氏 名 本人の住所 都道府県

1 平成15年4月 1日現在の年齢 歳 2 性別 男  女

3 都市階級区分 1 大 中都市 2 小都市 3 町1寸

4 所        属 1 中学校        2 宙等学校全日制  3 高等学校定時制

4 高等尊門学校     5 短期大学     6 大学

5 運動部や地域スボーツクラブヘの所属状況 1 所属している    2 所属 していない

6 運動 スポーツの実施状況

(学校の体吉の授業を除く)

1 ほとんど毎日 (週3日以上)    2 ときどき (週1～ 2日程度)

3 ときたま (月1～ 3日程度〉    4 しない

7 1日の運動 スポーツ実施時間

(学校の体吉の授業を除く)

１

　

　

３

30分未満

1時 間以上 2時 間末着

30分以上 1時間未満

2時 間以上

２

　

４

8 朝食の有無 1 毎 日食べる    2 時々欠かす 3 まったく食べない

9  1日 の睡眠時間 1 6時 間未満    2 6時 間以上 8時 間未満   3 8時 間以上

10 1日のテレビ (テレビゲームを

含む)の 視聴時間

１

　

　

３

1時 間以上 2時 間未満

3時 間以上

２

　

４

1時間未満

2時間以上 3時「D5未満

11 体 格 1 身長     _   Cm  2 体重    _  kg  3 座高     _  cm

項 目 記 録 得 点

1握  カ 右 1回 目         kg 2回 目         kg

左 1回 日           kg 2回 目          k8

平均
ｇ

2上 体起こし 回

3長 座体前屈 1回 日          Cm 2回 日         Cm

4反 復横とび 1回 目           点 2 回目       点

5 持久走 分 秒

20mシ ャトルラン(往復持久走) 折り返し数      回 〔最大酸素摂取量   冊/kg分 )

650m走 秒

7立 ち幅とび 1回 目          伽 2回 目         的

8ハ ンドボール投げ 1回 目           m 2 回 目        的

得 占
“

△
ロ

計

総 合 評 価  A  B  C  D  E



[参考]20mシャトルラン(往復持久走)最 大酸素摂取量推定表
平成1 2年3月改訂

折り返じ数
推定最大酸素

lr取豊
′市!ンビ0イドヽ

析り這し数
経定最天嫁素

経取量
イhlン It_ 4ヽヽ

折け返し数
推定最大酸素

経取曇
(r r  i / k“分)

折り返し数
確定重天飯窯

標取室
てml/kて 分)

汐 273 びイ 364 どイ 449 ゴ″ 535
ク 200 タ″ 366 85 451 ■23 537
θア 283 客 366 Jσ 454 ■24 539
′ア 285 ″ 370 』″ 456 ■25 54H
アタ 237 切 373 θ′ 458 ■26 544
Ｊア 239 ” 375 どク 460 アク/‐ 546
イア 292 フ 377 切 463 ア28 548

万 294 労 379 タ 465 ■29 550
びｒ 296 ″ 382 92 467 どJθ 553
″ア 298 万 334 ” 469 】Jf 555
どｒ 301 ” 386 ク 472 ア32 557
θｒ 303 びタ 388 θす 474 r3, 559

″ 305 58 3e l " 476 =94 562

″ 307 ″ 393 θタ 478 ア" 564

″ 310 初 395 冴 481 ア36 566

カ 312 筋 397 勢 483 rJ7 568

″ 314 ″ 400 rθθ 485 ′38 571

努 316 密 402 rクァ 437 !サク 573

刀 319 ″ 404 ア″ 490 アイク 575

ク/~ 321 毎 406 アθJ 492 アイア 577

努 323 筋 409 アθど 494 rク 580

″ 325 ″び 411 アク5 496 r哲′ 582

切 328 密 413 r″ 499 rFry 584

タ 330 伊 415 !θ″ 501 r45 586

ク 332 ″ 418 ア″ 503 r46 539

打 334 ″ 420 アクθ 505 アイア 591

ン 337 ″ 422 アア0 500 r恕 593

打 339 打 424 rrr 510 ア々 595

打 341 客 427 rr_2 512 ■50 598

」7 343 打 429 アアヨ 514 ，
ア 600

筋 346 π 43J アア4 517 rフ 602

抑 343 ″ 433 ゴ■S 519 rS3 604
クイ 350 ″ 436 ァrび 521 ■54 607

打 352 ″ 438 アア″ 523 ア55 609

″ 335 』θ 440 rF′ 526 ア56 611

奪 357 伊 442 ァr9 528 ア57 613

々 359 彦 445 アタク 530

打 361 閉 447 アタr 532
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